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イベント概要 
 
[企業名]  ヒロセ電機株式会社 
 
[企業 ID]  6806 
 
[イベント⾔語] JPN 
 
[イベント種類] 決算説明会 
 
[イベント名]  2027 年 3 ⽉期第 1 四半期 決算説明会 
 
[決算期]  2026 年度 第 1 四半期 
 
[⽇程]   2026 年 8 ⽉ 5 ⽇ 
 
[時間]   10:45 ‒ 11:55 

（合計：70 分、登壇：20 分、質疑応答：50 分） 
 

[開催場所]  インターネット配信 
 
[登壇者]  3 名 

代表取締役社⻑    鎌形 伸 （以下、鎌形） 
広報・IR 室 室⻑    ⼭⽥ 理絵（以下、⼭⽥） 
広報・IR 室     清⽔ 秀章（以下、清⽔） 
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登壇 

 

⼭⽥：それでは定刻となりましたので、ただ今より、ヒロセ電機、2027 年 3 ⽉期第 1 四半期の決
算説明会を開催いたします。本⽇はご参加いただき誠にありがとうございます。 

本説明会はオンラインのみでの開催となります。前回に引き続き、同じセクターの企業様の説明会
と時間が重複したため、通常より 15 分遅い開始としております。 

本⽇の出席者は、ヒロセグループ代表取締役社⻑ 鎌形、広報・IR 室からは、⼭⽥および清⽔が進
⾏および質疑対応を務めます。取締役 管理本部⻑ 松永は別件対応により⽋席となっております。 

まず冒頭、本回の説明をさせていただきます。本⽇の決算説明会資料ですが、ご参加の画⾯上のリ
ンクから PDF ファイルをダウンロードいただき、お⼿元でご覧ください。同様に、昨⽇ 8 ⽉ 4 ⽇
に東証にて開⽰しております決算短信のリンクがございます。その他の開⽰資料については、弊社
Web サイトの IR ページに遷移していただき、ご覧いただけるようになっております。ご説明の際
にはページ番号を申し上げますので、お⼿数ですがページ送りは各⾃でお願いいたします。 

それでは資料に基づき、まず私より、2027 年 3 ⽉期第 1 四半期の決算概要をご説明いたします。
その後、今年度の業績予想の修正について、社⻑の鎌形よりご説明いたします。残り時間でご質問
お受けすることとし、閉会は 11 時 45 分頃の終了を予定しております。 
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資料に移ります。それでは、まず 3 ページからお願いいたします。業績サマリーです。2027 年 3
⽉期第 1 四半期の業績につきましては、全ての市場分野において前年同期⽐、前四半期⽐ともに増
収を達成いたしました。 

売上⾼は 620.8 億円と前年同期⽐でプラス 26.8%と増収となりました。営業利益ですが、⾦属材な
どの材料コスト増は引き続き負担となりましたが、前年同期⽐ 35.6%増益の 133.4 億円という結果
でした。営業利益率は 21.5%でした。 

セグメント別では、⼀般産機市場向けは、その中でも FA 関連向けが牽引して、過去最⾼売上を更
新し、スマートフォン向けおよびコンシューマ・モバイル向けも⼀部地域や⽤途によって強弱が⾒
られたものの、全体としては堅調に推移いたしました。加えて、⾃動⾞・モビリティ関連向けも引
き続き成⻑を維持いたしました。受注⾼は 710.6 億円、前年同期⽐ 36.6%増と好調であります。 
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続きまして、4 ページをご覧ください。四半期ごとの売上、利益の推移を⽰したグラフです。前期
末にてキャパシティを含めた⽣産体制の強化に取り組んでいるとお伝えしましたが、その成果もあ
り、売上 620.8 億円は四半期売上としては過去最⾼となりました。 

営業利益に関しては 21.5%と良化したものの、コスト負担増の影響を引き続き受けた結果となって
おります。 
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そして 5 ページ、決算概要です。第 1 四半期の売上は先ほどお伝えしたとおり 620.8 億円、前年同
期⽐プラス 26.8%となりました。営業利益は 133.4 億円で、前年同期⽐ 35.6%、営業利益率は
21.5%、税前利益が 144.7 億円、当期利益が 73.3 億円となりました。 

⾃⼰資本⽐率は 86.4%、1 株当たり当期利益は 224.03 円、為替の実績は右下にございます、ドル
が 159.49 円、ユーロが 185.39 円、ウォンが 100 ウォン 10.63 円でした。 
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続いて 6 ページに対前年の主要増減をまとめております。売上⾼は前年から 131.1 億円の増加とな
りました。内訳としては、⼀般産機向けの売上がプラス 65 億円、⾃動⾞・モビリティ向けがプラ
ス 28 億円、通信インフラ機器向けがプラス 12 億円、プローブ関連事業のヒロセ SER が 11 億円
という結果でした。 

売上原価率は前年の 57.6%から 58.1%へと 0.5pt 悪化しております。主に材料費および仕⼊費⽤の
増加により、変動費率が 40.8%から 43.5%に上昇しております。減価償却費と労務費の⾦額はやや
上昇しましたが、率としては減価償却費が 7.9%から 6.7%、労務費は 7.8%から 7.3%へと下がりま
した。 

販管費は物流費の増加などにより 14.6 億円増加いたしましたが、売上等の効果もあり、⽐率とし
ては 19.9%と 2.4pt の改善となりました。⾦融収⽀は、為替差損益としてマイナス 6.5 億円だった
ものが、円安の影響でプラス 2.5 億円となり、合計で 7.2 億円の増加となっております。 
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続いて 7 ページ、対前年対⽐の営業利益の変動分析になります。売上に対しては記載しておりませ
んが、対前年同期からの増加 131.1 億円のうち、為替影響が 35.8 億円、物量増によるものが 95.3
億円となりました。 

スライドに戻りまして、ウォーターフォールチャートにあります営業利益増 35 億円のうち、プラ
ス要因として、物量増により 55 億円、為替影響として 18 億円の押し上げがありました。⼀⽅、
マイナス要因として、⼈件費増で 14 億円、減価償却費の増加で 3 億円、材料仕⼊費の増加が 25
億円、その他 3 億円の減益影響がありました。 

また、昨年度より継続して取り組んでおります材料コスト上昇に対応した価格適正化活動により、
7 億円の改善効果がございました。価格の適正化については継続して取り組んでまいります。 
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続きまして、8 ページが B/S 資産の部になります。現⾦のところが増えておりますが、その他⾦融
資産の定期預⾦減での振替による増加が含まれております。営業債権の増加は売上増加によるもの
です。棚卸資産は⽣産増によるものが主要因ですが、計画的なつくり込みによる仕掛品・製品在庫
の⼀時的な増加や⼀部の原材料在庫の積み上げ確保も含まれております。 
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続いて 9 ページは、負債と純資産の部です。⽀払債務の増加は、仕⼊増による買掛⾦の増加による
ものです。未払法⼈税ですが、国内法⼈税納付で減少する局⾯ではあるのですが、海外⼦会社の移
転価格による税務調査の結果を受け、約 30 億円を当第 1 四半期決算において計上しております。
ただし⼆重課税排除に向け、法令に基づき関係国間の相互協議制度の活⽤を検討しております。 
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続きまして、資料 10 ページをご覧ください。設備投資および減価償却費の推移です。26 年度第 1
四半期の設備投資額は 46 億円、償却は 41 億円でした。成⻑投資の進展に伴い、減価償却費の予
想を期初の 170 億円から 180 億円に引き上げております。 

資料に記載はございませんが、第 1 四半期の研究開発費は 33 億円という実績でした。2026 年度
年間予想 145 億円に変更はございません。 
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次に 11 ページ、株式分布推移のスライドです。⾃⼰株式が 8.1%から 5%に減少しておりますが、
これは⾃⼰株式の消却によるものです。外国法⼈と⾦融機関が増加し、証券会社分が減少いたしま
した。 
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続きまして 12 ページ、ここから分野別の結果についてご説明いたします。まず⼀般産機向けの売
上推移です。第 1 四半期の売上⾼は 206 億円となりました。前年同期⽐で 46%の⼤幅な増収とな
っております。2022 年度の第 3 四半期に 180 億円の四半期売上を記録しておりますが、それを超
えて過去最⾼となりました。特に⽇本や中国地域における FA・産業機器関連の増加が顕著であり
ました。 
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続いて 13 ページは、スマートフォン・携帯端末向けになります。第 1 四半期の売上は 108 億円と
なりました。前年同期⽐プラス 4%です。中華系は低調だったものの、その他の市場が堅調に推移
したことと、あとは為替の影響もあり堅調なスタートになったと⾔えるかと思っております。 
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続きまして 14 ページ、コンシューマ・モバイル機器向けになります。第 1 四半期は 95 億円、前
年同期⽐プラス 10%となりました。構成⽐はまだ⼤きくないものの、サブセグメントのうちウェ
アラブルデバイスに属するエッジ AI 関連アプリケーションの増加や、その他に分類されるさまざ
まなコンシューマ機器では、顧客やアプリケーションの拡⼤が⾒られ、全体が押し上げられまし
た。 
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続いて 15 ページ、⾃動⾞・モビリティ関連向けです。第 1 四半期は 156 億円、継続成⻑し続ける
中で、四半期の売上として初めて 150 億円台に届きました。前年同期⽐でプラス 22%の成⻑とい
う結果です。引き続き多様な顧客基盤と幅広い製品ラインナップにより成⻑市場をカバーしてお
り、堅調に推移したものと捉えております。 
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次に 16 ページ、こちらは通信インフラ機器向けのスライドとなっております。 
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今期より事務機器向けは本スライド説明から外しており、Appendix の分野別売上推移に OA 機器
として記載しております。事務機器向けは第 1 四半期売上 5 億円という結果でした。 

通信インフラ機器のセグメントに戻りますが、第 1 四半期の結果は 25 億円、前年同期⽐プラス
92%となりました。このうち AI サーバー関連向けの⽐率としてはおおむね横ばいではあります
が、全体の売上規模は着実に成⻑いたしました。 
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17 ページは、今期から四半期報告に含めることにいたしました、プローブ関連事業を⼿掛ける⼦
会社、ヒロセ SER のスライドとなっております。昨年度 8 ⽉からの連結となっておりますので、
前年対⽐は記載ございませんが、前四半期対⽐としてはプラス 57%の 11 億円という結果です。構
成⽐は全社売上のわずか 2%でありますが、今期は 60 億円の⽬標としており、それに向けて設備
投資をしつつ増産に努めております。⽴ち上がりとしては当社計画どおりの結果となっておりま
す。 

以上がセグメント別の実績となります。 

続きまして、26 年度の業績予想の修正、他については、社⻑の鎌形よりご説明させていただきま
す。お願いいたします。 
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鎌形：社⻑の鎌形です。いつも皆様には⼤変お世話になっております。この 18 ページから、私か
ら説明をさせていただきます。 

26 年度通期の業績予想でありますけれども、既にご存じのとおり、26 年 5 ⽉に発表した数字を修
正させていただきました。新しい修正の値は、ちょうど真ん中の⾚枠のところでございます。売上
⾼を 2,300 億円から 2,500 億円に上⽅修正させていただきます。営業利益は 460 億円から 500 億
円に修正をさせていただきました。これは⼆つとも過去のピークを上回る値ということでありま
す。税前利益は 530 億円、当期利益は 350 億円を置いています。 

この前提は、右下にございます 26 年度為替の予想 1US ドルは 155 円で⾒ております。ユーロは
180 円、100 ウォン当たりは 10.5 円を前提として置いております。 
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次のページをご覧ください。分野別の年間売上予想の概数でございます。⼀般産機は 5 ⽉の段階で
はプラス 15%とお話をさせていただいておりましたが、⾜元の受注の好調を踏まえて、プラス
34%という形で置き直しております。830 億円を予想としております。 

スマートフォン・携帯端末およびコンシューマ・モバイルのところは、5 ⽉の段階ではマイナスの
成⻑を予想しておりましたけれども、ここはニューデバイスをはじめとした供給の計画が少し当初
のイメージよりも、昨年度よりもプラス⽬に来ておりますので、それぞれプラスマイナス 0%、プ
ラス 4%と置いております。 

⾃動⾞・モビリティは、これは 2 桁成⻑を置いておりましたけれども、それを若⼲上回る形でアッ
プデートして、プラス 16%と⾒ております。およそ 630 億円を予想しております。 

通信インフラ、ここは既存のお客様から上振れオーダーが来ております。フォーキャストが強めに
⼊ってきて、それを加味しておりまして、プラス 49%でアップデートしております。およそ 100
億円をイメージしています。 

ヒロセ SER は、これは計画値どおり推移をしておりますので、今のところ問題なく実現できるか
なという形です。 
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20 ページをお願いいたします。こちらも既にご存じかと思いますが、25 年度から 28 年度の 4 年
間で 600 億円と発表させていただいた⽅針に即して、今期 150 億円の⾃⼰株式取得を 8 ⽉ 10 ⽇か
ら 11 ⽉ 30 ⽇までに⾏う予定でございます。 
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次のページをお願いいたします。21 ページ。今回のトピックは、ヒロセコリアの物流センターで
ございます。これは⾞載向けの物流センターでございます。⻑い間コリアは⺠⽣向けの製品供給が
割合として⾼かったのですが、ここ数年、⾃動⾞向けの供給が⾮常にニーズが⾼まってきておりま
して、ここに対応するには今の⽣産キャパシティ、物流キャパシティを上げる必要があるという判
断をしたものでございます。こちらは 27 年 12 ⽉の竣⼯を予定しております。これによりまし
て、コリア国内およびコリア発のグローバル製品への対応をしていくということでございます。 

以上、私からの説明でございます。 

⼭⽥：スライドに沿ったご説明は以上となります。 
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免責事項 

本資料には、ヒロセ電機の現時点における予測に基づく記述が含まれています。 これら将来に関 
する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性その他の要因が内在しており、当社における実 
際の業績と異なる恐れがあります。ご承知おき下さい 

 

 


